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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチパネルおよびタッチを検出するタッチ検出部を有し、前記タッチ検出部が検出し
たタッチに基づく処理を実行しないかあるいは前記タッチ検出部がタッチを受け付けない
ロック状態を設定できる、携帯端末であって、
　前記ロック状態が設定されているときに、前記タッチ検出部によってタッチが検出され
ると、タッチを検出している時間の経過を表すオブジェクトを表示するオブジェクト表示
部、
　前記オブジェクトが表示されてから第１所定時間が経過した後に、タッチ検出部による
タッチが検出されない場合に、タッチが離されたと判断する判断部、および
　前記判断部によってタッチが離されたと判断されたとき、前記ロック状態を解除する解
除部を備え、
　前記オブジェクト表示部は、前記タッチ検出部によってタッチが検出されている間、前
記オブジェクトが移動し、前記第１所定時間が経過すると当該移動が終了するように前記
オブジェクトを表示する、携帯端末。
【請求項２】
　前記オブジェクト表示部はさらに、前記判断部によって前記オブジェクトが表示されて
から前記第１所定時間が経過する前にタッチが離されたと判断されたとき、前記オブジェ
クトの表示を消去する、請求項１記載の携帯端末。
【請求項３】
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　前記オブジェクトが表示されてから第１所定時間が経過した後に、完了画像を表示する
完了画像表示部をさらに備え、
　前記解除部は、前記完了画像が表示されてから第２所定時間以内にタッチが離されたと
き、前記ロック状態を解除する、請求項１または２記載の携帯端末。
【請求項４】
　キー操作を受け付ける操作部、および
　前記ロック状態が設定され、前記操作部によってキー操作がされたとき、タッチによる
長押しを促すメッセージを表示するメッセージ表示部をさらに備える、請求項１ないし３
のいずれかに記載の携帯端末。
【請求項５】
　タッチパネルおよびタッチを検出するタッチ検出部を有し、前記タッチ検出部が検出し
たタッチに基づく処理を実行しないかあるいは前記タッチ検出部がタッチを受け付けない
ロック状態を設定できる、携帯端末のプロセッサを、
　前記ロック状態が設定されているときに、前記タッチ検出部によってタッチが検出され
ると、タッチを検出している時間の経過を表すオブジェクトを表示するオブジェクト表示
部、
　前記オブジェクトが表示されてから第１所定時間が経過した後に、タッチ検出部による
タッチが検出されない場合に、タッチが離されたと判断する判断部、および
　前記判断部によってタッチが離されたと判断されたとき、前記ロック状態を解除する解
除部として機能させ、
　前記オブジェクト表示部は、前記タッチ検出部によってタッチが検出されている間、前
記オブジェクトが移動し、前記第１所定時間が経過すると当該移動が終了するように前記
オブジェクトを表示する、ロック解除プログラム。
【請求項６】
　タッチパネルおよびタッチを検出するタッチ検出部を有し、前記タッチ検出部が検出し
たタッチに基づく処理を実行しないかあるいは前記タッチ検出部がタッチを受け付けない
ロック状態を設定できる、携帯端末におけるロック解除方法であって、
　前記ロック状態が設定されているときに、前記タッチ検出部によってタッチが検出され
ると、タッチを検出している時間の経過を表すオブジェクトを表示するオブジェクト表示
ステップ、
　前記オブジェクトが表示されてから第１所定時間が経過した後に、タッチ検出部による
タッチが検出されない場合に、タッチが離されたと判断する判断ステップ、および
　前記判断ステップによってタッチが離されたと判断されたとき、前記ロック状態を解除
する解除ステップを備え、
　前記オブジェクト表示ステップは、前記タッチ検出部によってタッチが検出されている
間、前記オブジェクトが移動し、前記第１所定時間が経過すると当該移動が終了するよう
に前記オブジェクトを表示することを含む、ロック解除方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、携帯端末、ロック解除プログラムおよびロック解除方法に関し、特にロッ
ク状態を設定することができる、携帯端末、ロック解除プログラムおよびロック解除方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ロック状態を設定することができる携帯端末は広く知られており、この種の装置
の一例が特許文献１に開示されている。この背景技術の携帯端末装置は、キーロックまた
は解除機能を備える。また、使用者は、キーロックおよび解除するときに使うキーボタン
と、長押下する時間とを予め登録することができる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２３９４７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、特許文献１の携帯端末装置では、キーロックが解除されるまでの時間を使用
者に示していない。つまり、使用者は、自身で設定したとはいえ、キーボタンをどれほど
長押しすれば解除することができるのかを知ることができず、キーロックを解除するとき
の操作性は悪かった。
【０００５】
　それゆえに、この発明の主たる目的は、新規な、携帯端末、ロック解除プログラムおよ
びロック解除方法を提供することである。
【０００６】
　この発明の他の目的は、ロック状態を解除するときの操作性を良くすることができる、
携帯端末、ロック解除プログラムおよびロック解除方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、上記の課題を解決するために、以下の構成を採用した。なお、括弧内の参
照符号および補足説明等は、この発明の理解を助けるために記述する実施形態との対応関
係を示したものであって、この発明を何ら限定するものではない。
【０００８】
　第１の発明は、タッチパネルおよびタッチを検出するタッチ検出部を有し、タッチ検出
部が検出したタッチに基づく処理を実行しないかあるいはタッチ検出部がタッチを受け付
けないロック状態を設定でき、ロック状態が設定されている場合において、タッチ検出部
はロック状態の解除に関するタッチを検出する、携帯端末であって、ロック状態が設定さ
れているときに、タッチによる長押しを促すメッセージを表示するメッセージ表示部、メ
ッセージが表示されているときに、タッチ検出部によってタッチが検出されると、タッチ
を検出している時間の経過を表すオブジェクトを表示するオブジェクト表示部、オブジェ
クトが表示されてから第１所定時間が経過した後に、タッチが離されたかを判断する判断
部、および判断部によってタッチが離されたと判断されたとき、ロック状態を解除する解
除部を備える、携帯端末である。
【０００９】
　第１の発明では、携帯端末（１０：実施例において対応する部分を例示する参照符号。
以下、同じ。）は、ディスプレイ（３０）の上に設けられたタッチパネル（３８）および
タッチを検出するタッチ検出部（３６）を有する。また、携帯端末には、検出されたタッ
チに基づいて電話機能などの機能が実行されない、またはタッチ検出部がタッチを受けつ
けないように制限するロック状態が設定できる。さらに、ロック状態が設定されている場
合、ロック状態の解除に関するタッチは、タッチ検出部によって検出される。たとえば、
ロック状態が設定されている状態では、携帯端末は、電話機能を実行するための入力操作
には反応しなくなる。一方、ロック状態が設定されていても、ディスプレイの電源がオン
にされると、ロック状態の解除に関するタッチが検出されるようになる。メッセージ表示
部（２４，Ｓ２１）は、たとえば、ロック状態が設定されているときに特定の操作がされ
ると、ディスプレイに、タッチによる長押しを促すメッセージが表示される。オブジェク
ト表示部（２４，Ｓ２５，Ｓ２７）は、上記メッセージが表示されているときにタッチさ
れると、タッチを検出している時間の経過を表すオブジェクト（Ｂｏ，Ｃｏ，ＣＭｏ）を
、ディスプレイに表示する。判断部（２４，Ｓ３３）は、タッチされてオブジェクトが表
示されてから、第１所定時間（たとえば、５秒）が経過した後に、タッチパネルからタッ
チが離されたかを判断する。解除部（２４，Ｓ３９）は、タッチパネルからタッチが離さ
れたときに、ロック状態を解除する。
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【００１０】
　第１の発明によれば、使用者はオブジェクトによってタッチをしている時間を直感的に
知ることができる。そのため、ロック状態を解除するときの操作性が良くなる。
【００１１】
　第２の発明は、第１の発明に従属し、オブジェクト表示部はさらに、判断部によってオ
ブジェクトが表示されてから第１所定時間が経過する前にタッチが離されたと判断された
とき、オブジェクトの表示を消去する。
【００１２】
　第２の発明によれば、タッチの誤検出によってロック状態が解除されないようにできる
。
【００１３】
　第３の発明は、第１の発明または第２の発明に従属し、オブジェクトが表示されてから
第１所定時間が経過した後に、完了画像を表示する完了画像表示部をさらに備え、解除部
は、完了画像が表示されてから第２所定時間以内にタッチが離されたとき、ロック状態を
解除する。
【００１４】
　第３の発明では、完了画像表示部（２４，Ｓ３５）は、タッチされオブジェクトが表示
されてから、第１所定時間が経過したことを伝えるために、完了画像を表示する。そして
、その完了画像が表示された後に、第２所定時間以内（たとえば、３秒）にタッチが離さ
れなければ、ロック状態は解除されない。
【００１５】
　第３の発明によれば、ロック状態を解除する手順に制限時間をさらに設けることで、ロ
ック状態が誤って解除される可能性をより低くすることができる。
【００１６】
　第４の発明は、第１の発明ないし第３の発明のいずれかに従属し、オブジェクトは、時
間の経過によって変化する変化オブジェクトを含む。
【００１７】
　第４の発明では、変化オブジェクトは、画像や数字および文字の変化によって、時間の
経過を表す。
【００１８】
　第４の発明によれば、使用者は、時間の経過を視覚的にとらえることができるようにな
る。
【００１９】
　第５の発明は、第１の発明ないし第４の発明のいずれかに従属し、キー操作を受け付け
る操作部をさらに備え、メッセージ表示部は、ロック状態が設定され、操作部によってキ
ー操作がされたとき、長押しを促すメッセージを表示する。
【００２０】
　第５の発明では、キー操作を受け付ける操作部（２６ｂ）は、たとえばメニューキーと
して機能する。そして、ロック状態が解除された状態でキー操作が受け付けられると、タ
ッチによる長押しを促すメッセージが表示される。
【００２１】
　第５の発明によれば、メッセージが表示されるまでは、ディスプレイの電源をオフにす
ることができるため、携帯端末の消費電力を抑えることができる。
【００２２】
　第６の発明は、タッチパネル（３８）およびタッチを検出するタッチ検出部（３６）を
有し、タッチ検出部が検出したタッチに基づく処理を実行しないかあるいはタッチ検出部
がタッチを受け付けないロック状態を設定でき、ロック状態が設定されている場合におい
て、タッチ検出部はロック状態の解除に関するタッチを検出する、携帯端末（１０）のプ
ロセッサ（２４）を、ロック状態が設定されているときに、タッチによる長押しを促すメ
ッセージを表示するメッセージ表示部（Ｓ２１）、メッセージが表示されているときに、
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タッチ検出部によってタッチが検出されると、タッチを検出している時間の経過を表すオ
ブジェクト（Ｂｏ，Ｃｏ，ＣＭｏ）を表示するオブジェクト表示部（Ｓ２５，Ｓ２７）、
オブジェクトが表示されてから所定時間が経過した後に、タッチが離されたかを判断する
判断部（Ｓ３３）、および判断部によってタッチが離されたと判断されたとき、ロック状
態を解除する解除部（Ｓ３９）として機能させる、ロック解除プログラムである。
【００２３】
　第６の発明でも、第１の発明と同様に、使用者はオブジェクトによってタッチをしてい
る時間を直感的に知ることができる。そのため、ロック状態を解除するときの操作性が良
くなる。
【００２４】
　第７の発明は、タッチパネルおよびタッチを検出するタッチ検出部を有し、タッチ検出
部が検出したタッチに基づく処理を実行しないかあるいはタッチ検出部がタッチを受け付
けないロック状態を設定でき、ロック状態が設定されている場合において、タッチ検出部
はロック状態の解除に関するタッチを検出する、携帯端末（１０）のロック解除方法であ
って、ロック状態が設定されているときに、タッチによる長押しを促すメッセージを表示
し（Ｓ２１）、メッセージが表示されているときに、タッチ検出部によってタッチが検出
されると、タッチを検出している時間の経過を表すオブジェクト（Ｂｏ，Ｃｏ，ＣＭｏ）
を表示し（Ｓ２５，Ｓ２７）、オブジェクトが表示されてから所定時間が経過した後に、
タッチが離されたかを判断し（Ｓ３３）、そしてタッチが離されたと判断されたとき、ロ
ック状態を解除する（Ｓ３９）、ロック解除方法である。
【００２５】
　第７の発明でも、第１の発明と同様に、使用者はオブジェクトによってタッチをしてい
る時間を直感的に知ることができる。そのため、ロック状態を解除するときの操作性が良
くなる。
【発明の効果】
【００２６】
　この発明によれば、使用者は、ロック状態を解除するために長押しを行う場合、長押し
をしている時間を直感的に知ることができるようになる。これにより、ロック状態を解除
するときの操作性が良くなる。
【００２７】
　この発明の上述の目的、その他の目的、特徴および利点は、図面を参照して行う以下の
実施例の詳細な説明から一層明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１はこの発明の一実施例の携帯電話機の電気的な構成を示す図である。
【図２】図２は図１に示す携帯電話機の外観を示す図である。
【図３】図３は図１に示す携帯電話機に設定されたロック状態を解除する手順の一例を示
す図である。
【図４】図４は図１に示すＲＡＭのメモリマップの一例を示す図である。
【図５】図５は図１に示すプロセッサのロック状態設定処理を示すフロー図である。
【図６】図６は図１に示すプロセッサのロック状態解除処理を示すフロー図である。
【図７】図７は図１に示す携帯電話機に設定されたロック状態を解除する手順の他の一例
を示す図である。
【図８】図８は図１に示す携帯電話機に設定されたロック状態を解除する手順のその他の
一例を示す図である。
【図９】図９は図１に示す携帯電話機に設定されたロック状態を解除する手順のさらにそ
の他の一例を示す図である。
【図１０】図１０は図１に示す携帯電話機に設定されたロック状態を解除する手順の他の
一例を示す図である。
【図１１】図１１は図１に示す携帯電話機に設定されたロック状態を解除する手順のその
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他の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
＜第１実施例＞
　図１を参照して、この実施例の携帯電話機１０は、携帯端末の一種であり、CPUまたは
コンピュータと呼ばれるプロセッサ２４を含む。また、このプロセッサ２４には、無線通
信回路１４、Ａ／Ｄ１６、Ｄ／Ａ２０、キー入力装置２６、表示ドライバ２８、フラッシ
ュメモリ３２、ＲＡＭ３４およびタッチパネル制御回路３６が接続される。無線通信回路
１４にはアンテナ１２が接続され、Ａ／Ｄ１６にはマイク１８が接続され、Ｄ／Ａ２０に
はアンプ（図示せず）を介してスピーカ２２が接続される。また、表示ドライバ２８には
、ディスプレイ３０が接続される。そして、タッチパネル制御回路３６にはタッチパネル
３８が接続される。
【００３０】
　プロセッサ２４は、制御用のICであり、携帯電話機１０の全体制御を司る。また、ＲＡ
Ｍ３４は、プロセッサ２４の作業領域（描画領域を含む）ないしバッファ領域として用い
られる。フラッシュメモリ３２には、携帯電話機１０の文字、画像、音声、音および映像
のようなコンテンツのデータが記録される。
【００３１】
　Ａ／Ｄ１６は、当該Ａ／Ｄ１６に接続されたマイク１８を通して入力される音声ないし
音についてのアナログ音声信号を、デジタル音声信号に変換する。Ｄ／Ａ２０は、デジタ
ル音声信号をアナログ音声信号に変換（復号）して、アンプを介してスピーカ２２に与え
る。したがって、アナログ音声信号に対応する音声ないし音がスピーカ２２から出力され
る。
【００３２】
　キー入力装置２６は、図２（Ａ）に示す、通話キー２６ａ、メニューキー２６ｂ（操作
部）および終話キー２６ｃを備える。また、使用者が操作したキーの情報（キーデータ）
はプロセッサ２４に入力される。なお、キー入力装置２６に含まれる各キーが操作される
と、クリック音が鳴る。そして、使用者は、クリック音を聞くことで、キー操作に対する
操作感を得ることができる。
【００３３】
　表示ドライバ２８は、プロセッサ２４の指示の下、当該表示ドライバ２８に接続された
ディスプレイ３０の表示を制御する。また、表示ドライバ２８は表示する画像データを一
時的に記憶するVRAMを含む。そして、プロセッサ２４は、ディスプレイ３０に表示する画
像データを、このVRAMに記憶させる。
【００３４】
　タッチパネル３８は、指などの物体が表面に接近して生じた電極間の静電容量の変化を
検出する静電容量方式で、たとえば１本または複数本の指がタッチパネル３８に触れたこ
とを検出する。また、タッチパネル３８は、ディスプレイ３０の画面内で、任意の位置を
指示するためのポインティングデバイスである。たとえば、タッチパネル３８は、その上
面を指で、押したり、撫でたり、触られたりすることにより操作されると、その操作を検
出する。そして、タッチ検出部として機能するタッチパネル制御回路３６は、タッチパネ
ル３８に指が触れると、その指の位置を特定し、操作された位置を示す座標のデータをプ
ロセッサ２４に出力する。つまり、使用者は、タッチパネル３８の上面を指で、押したり
、撫でたり、触れたりすることによって、操作の方向や画像などを携帯電話機１０に入力
することができる。
【００３５】
　ここで、使用者がタッチパネル３８の上面を指で触れる操作を「タッチ」と言うことに
する。一方、タッチパネル３８から指を離す操作を「タッチを離す」または「リリース」
と言うことにする。また、タッチによって示された座標を「タッチ点（タッチ開始位置）
」、リリースによって示された座標を「リリース点（タッチ終了位置）」と言うことにす
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る。そして、タッチおよびリリースなどのタッチパネル３８に対して行う操作を、まとめ
て「タッチ操作」と言うことにする。
【００３６】
　なお、タッチ操作は指だけに限らず、導電体が先端に取り付けられたタッチペンなど、
その他の物体によって行われてもよい。また、タッチパネル３８の検出方式には、表面型
の静電容量方式が採用されてもよいし、抵抗膜方式、超音波方式、赤外線方式および電磁
誘導方式などであってもよい。
【００３７】
　無線通信回路１４は、CDMA方式での無線通信を行うための回路である。たとえば、使用
者がキー入力装置２６を用いて電話発信を指示すると、無線通信回路１４は、プロセッサ
２４の指示の下、電話発信処理を実行し、アンテナ１２を介して電話発信信号を出力する
。電話発信信号は、基地局および通信網（図示せず）を経て相手の電話機に送信される。
そして、相手の電話機において着信処理が行われると、通信可能状態が確立され、プロセ
ッサ２４は通話処理を実行する。
【００３８】
　通常の通話処理について具体的に説明すると、相手の電話機から送られてきた変調音声
信号はアンテナ１２によって受信される。受信された変調音声信号には、無線通信回路１
４によって復調処理および復号処理が施される。そして、これらの処理によって得られた
受話音声信号は、Ｄ／Ａ２０によってアナログ音声信号に変換された後、スピーカ２２か
ら出力される。一方、マイク１８を通して取り込まれた送話音声信号は、Ａ／Ｄ１６によ
ってデジタル音声信号に変換された後、プロセッサ２４に与えられる。デジタル音声信号
に変換された送話信号には、プロセッサ２４の指示の下、無線通信回路１４によって符号
化処理および変調処理が施され、アンテナ１２を介して出力される。したがって、変調音
声信号は、基地局および通信網を介して相手の電話機に送信される。
【００３９】
　また、相手の電話機からの発呼信号がアンテナ１２によって受信されると、無線通信回
路１４は、電話着信（着呼と言うこともある。）をプロセッサ２４に通知する。これに応
じて、プロセッサ２４は、表示ドライバ２８を制御して、着信通知に記述された発信元情
報（電話番号）をディスプレイ３０に表示する。また、これとほぼ同時に、プロセッサ２
４は、図示しないスピーカから着信音（着信メロディ、着信音声と言うこともある。）を
出力させる。さらに、プロセッサ２４は電話着信をユーザに通知するために、携帯電話機
１０を振動させたり、図示しないLEDを発光させたりする。
【００４０】
　そして、使用者が、通話キー２６ａを用いて応答操作を行うと、無線通信回路１４は、
プロセッサ２４の指示の下、電話着信処理を実行し、通信可能状態が確立され、プロセッ
サ２４は上述した通常の通話処理を実行する。
【００４１】
　また、通話可能状態に移行した後に終話キー２６ｃによって通話終了操作が行われると
、プロセッサ２４は、無線通信回路１４を制御して、通話相手に通話終了信号を送信する
。通話終了信号の送信後、プロセッサ２４は通話処理を終了する。また、先に通話相手か
ら通話終了信号を受信した場合も、プロセッサ２４は通話処理を終了する。さらに、通話
相手によらず、移動通信網から通話終了信号を受信した場合も、プロセッサ２４は通話処
理を終了する。
【００４２】
　図２（Ａ）は、携帯電話機１０の表面の外観を示す外観図であり、図２（Ｂ）は携帯電
話機１０の裏面の外観を示す外観図である。図２（Ａ）を参照して、携帯電話機１０は、
ストレート型の形状をしており、平面矩形の筐体Ｃを有する。図示しないマイク１８は、
筐体Ｃに内蔵され、内蔵されたマイク１８に通じる開口ＯＰ２は筐体Ｃの長さ方向一方の
表面に設けられる。同じく、図示しないスピーカ２２は、筐体Ｃに内蔵され、内蔵された
スピーカ２２に通じる開口ＯＰ１は、筐体Ｃの長さ方向他方の表面に設けられる。ディス
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プレイ３０は、モニタ画面が筐体Ｃの表面側から見えるように取り付けられる。そして、
ディスプレイ３０にはタッチパネル３８が設けられる。
【００４３】
　キー入力装置２６に含まれる各種キーは、通話キー２６ａ、メニューキー２６ｂおよび
終話キー２６ｃを備える。そして、これらのキーは筐体Ｃの表面に設けられる。
【００４４】
　たとえば、使用者は、ディスプレイ３０に表示されたダイヤルキーに対して、タッチ操
作を行うことで電話番号を入力し、通話キー２６ａによって電話発信操作を行う。そして
、使用者は、通話が終了すると、終話キー２６ｃによって通話終了操作を行う。また、使
用者は、ディスプレイ３０に表示されたソフトキーおよびメニューに対してタッチ操作を
行うことで、メニューの選択や確定を行う。そして、使用者は、終話キー２６ｃを長押し
することで携帯電話機１０の電源をオン／オフする。
【００４５】
　なお、図２（Ａ），（Ｂ）において、アンテナ１２、無線通信回路１４、Ａ／Ｄ１６、
Ｄ／Ａ２０、プロセッサ２４、表示ドライバ２８、フラッシュメモリ３２、ＲＡＭ３４、
タッチパネル制御回路３６は筐体Ｃに内蔵されているため、図２（Ａ），（Ｂ）では図示
されない。
【００４６】
　ここで、携帯電話機１０は、電話機能などの携帯電話機１０で利用可能な機能を制限、
またはタッチ検出部がタッチを受け付けないようにするロック機能を有している。たとえ
ば、終話キー２６ｃが操作されると、ディスプレイ３０の電源がオフとなるとともにロッ
ク状態が設定され、電話機能を実行するためのタッチ操作が無効になる。また、ロック状
態が設定されている場合、タッチパネル３８の電源はオフにされるため、タッチ操作は受
け付けられない。さらに、ロック状態が設定された状態で、ディスプレイ３０の電源がオ
ンにされると、タッチパネル３８の電源も同時にオンにされるため、タッチ操作が検出さ
れるようになる。そして、次の段落から説明するタッチ操作が行われると、ロック状態が
解除される。以下、図３（Ａ）－図３（Ｅ）を利用してロック状態を解除する手順につい
て説明する。
【００４７】
　まず、図３（Ａ）を参照して、ロック状態が設定されている状態で、メニューキー２６
ｂが操作されると、ディスプレイ３０の電源がオンになり、ロック画面が表示される。ま
た、ディスプレイ３０の表示領域は、状態表示領域６０および機能表示領域６２から構成
される。状態表示領域６０には、アンテナ１２による電波受信状態を示すアイコン（ピク
トと言うこともある。）、二次電池の残電池容量を示すアイコンおよび現在日時が表示さ
れる。また、機能表示領域６２には、ロック画面として、タッチによる長押しを促すメッ
セージ（たとえば、「Please long-touch」）が表示される。なお、状態表示領域６０に
表示される現在時刻は、図示しないRTC(Real Time Clock)が出力する時刻情報に基づく。
【００４８】
　次に、図３（Ｂ）を参照して、タッチパネル３８にタッチされると、機能表示領域６２
には、白色の第１基準オブジェクトＢｏ１および黄色のカウントオブジェクトＣｏ１－Ｃ
ｏ４（区別しない場合には、単に「カウントオブジェクトＣｏ」と言うことにする。）が
表示される。また、第１基準オブジェクトＢｏ１はタッチ点を中心とする円で示され、各
カウントオブジェクトＣｏは第１基準オブジェクトＢｏ１より小さな円で示される。また
、各カウントオブジェクトＣｏは、機能表示領域６２においてランダムな位置を中心とし
て配置される。
【００４９】
　次に、図３（Ｃ）を参照して、タッチが維持されていれば、各カウントオブジェクトＣ
ｏが第１基準オブジェクトＢｏ１に向けて移動する。また、第１基準オブジェクトＢｏ１
にカウントオブジェクトＣｏが接触すると、そのカウントオブジェクトＣｏは消滅する。
たとえば、図３（Ｃ）に示す状態では、カウントオブジェクトＣｏ３は、第１基準オブジ
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ェクトＢｏ１と接触したため消滅している。そして、カウントオブジェクトＣｏが消滅す
ると、第１基準オブジェクトＢｏ１の色が薄い黄色に変化する。
【００５０】
　ただし、全てのカウントオブジェクトＣｏが消滅する前にリリース、つまりタッチパネ
ル３８からタッチが離された場合には、ディスプレイ３０の表示は図３（Ａ）の状態に戻
る。
【００５１】
　ここで、オブジェクトの接触を判定する方法について説明する。まず、２つのオブジェ
クトの距離は、第１基準オブジェクトＢｏ１の中心位置とカウントオブジェクトＣｏの中
心位置とから求められる。また、第１基準オブジェクトＢｏ１の円周とカウントオブジェ
クトＣｏとの円周が接触した場合、２つのオブジェクトの距離は、第１基準オブジェクト
Ｂｏ１の半径とそのカウントオブジェクトＣｏの半径とを足した値となる。そのため、本
実施例では、２つのオブジェクトの距離が２つのオブジェクトの半径を足した距離以下と
なったときに、２つのオブジェクトが接触したと判断される。なお、２つのオブジェクト
の接触の判定には他のアルゴリズムが用いられてもよい。
【００５２】
　また、各カウントオブジェクトＣｏの移動速度は、ロック解除のために設定された第１
所定時間（たとえば、５秒）および第１基準オブジェクトＢｏ１と第１基準オブジェクト
Ｂｏ１から最も遠いカウントオブジェクトＣｏとの距離に基づいて決められる。たとえば
、図３（Ｂ）では、第１基準オブジェクトＢｏ１から最も遠いのは、カウントオブジェク
トＣｏ１である。そのため、第１基準オブジェクトＢｏ１とカウントオブジェクトＣｏ１
との距離、および第１所定時間に基づいて、全てのカウントオブジェクトＣｏ１－Ｃｏ４
における、１秒（または、１フレーム）毎の移動距離（速度）が決められる。そのため、
最も遠いカウントオブジェクトＣｏ１が消滅するまでに、カウントオブジェクトＣｏ２－
Ｃｏ４が先に消滅することになる。そして、カウントオブジェクトＣｏが移動する過程に
よって時間が表されるため、使用者は時間の経過を視覚的にとらえることができるように
なる。
【００５３】
　次に、図３（Ｄ）を参照して、第１基準オブジェクトＢｏ１の色はカウントオブジェク
トＣｏが接触する毎に濃度が高くなり、全てのカウントオブジェクトＣｏが消滅したとき
に、第１基準オブジェクトＢｏ１の色は濃度が最も高くなる。つまり、タッチパネル３８
に対してタッチしたまま予め設定された時間が経過すれば、完了画像として、濃い黄色の
第１基準オブジェクトＢｏ１がディスプレイ３０に表示される。
【００５４】
　そして、図３（Ｅ）を参照して、第１基準オブジェクトＢｏ１の色の濃度が最も高い状
態で、第２所定時間（たとえば、３秒）以内にリリースされると、第１基準オブジェクト
Ｂｏ１表示が消去され、携帯電話機１０のロック状態が解除される。たとえば、ディスプ
レイ３０の表示は、図３（Ａ）の状態で、タッチパネル３８にタッチされたまま５秒経過
すれば、図３（Ｄ）に示す状態になる。そして、使用者が３秒以内にタッチパネル３８か
らタッチを離せばロック状態が解除され、ディスプレイ３０の表示は図３（Ｅ）に示す状
態になる。
【００５５】
　これにより、携帯電話機１０が鞄の中に入れられて、タッチパネル３８に対するタッチ
が検出されたとしても、そのタッチが第１所定時間維持されなければ、ロック状態が解除
されることはない。つまり、タッチの誤検出によってロック状態が解除されないようにで
きる。また、ロック状態を解除する手順に制限時間（第２所定時間）をさらに設けること
で、ロック状態が誤って解除される可能性をより低くすることができる。
【００５６】
　なお、タッチパネル３８に対するタッチ操作は、図３（Ａ）に示すロック画面が表示さ
れるまで無効にされる。そのため、ロック画面が表示されるまでは、ディスプレイ３０の
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電源をオフにすることができるため、携帯電話機１０の消費電力を抑えることができる。
【００５７】
　また、本実施例では、タッチパネル制御回路３６およびタッチパネル３８の電源をオフ
にすることで、タッチを無効にしている。したがって、携帯電話機１０の消費電力がより
抑えられる。ただし、他の実施例では、タッチパネル制御回路３６およびタッチパネル３
８の電源をオフにすることなく、プロセッサ２４が入力されたタッチ座標を無視する処理
を実行することで、タッチが無効にされてもよい。
【００５８】
　図４は、ＲＡＭ３４のメモリマップ３００を示す図である。ＲＡＭ３４のメモリマップ
３００には、プログラム記憶領域３０２およびデータ記憶領域３０４が含まれる。また、
プログラムおよびデータの一部は、フラッシュメモリ３２から一度に全部または必要に応
じて部分的かつ順次的に読み出され、ＲＡＭ３４に記憶されてからプロセッサ２４によっ
て処理される。
【００５９】
　プログラム記憶領域３０２には、携帯電話機１０を動作させるためのプログラムが記憶
されている。たとえば、携帯電話機１０を動作させるためのプログラムは、ロック状態設
定プログラム３１０およびロック状態解除プログラム３１２などから構成されている。ロ
ック状態設定プログラム３１０は、携帯電話機１０にロック状態を設定するためのプログ
ラムである。ロック状態解除プログラム３１２は、携帯電話機１０に設定されたロック状
態を解除するためのプログラムである。
【００６０】
　なお、図示は省略するが、携帯電話機１０を動作させるためのプログラムには、電話着
信状態を通知するためのプログラムおよび通話状態を確立するためのプログラムなどが含
まれる。
【００６１】
　データ記憶領域３０４には、タッチバッファ３３０などが設けられるとともに、タッチ
座標マップデータ３３２、設定時間データ３３４およびオブジェクトデータ３３６などが
記憶される。また、データ記憶領域３０４には、ロックフラグ３３８、無操作カウンタ３
４０、タッチカウンタ３４２およびリリースカウンタ３４４なども設けられる。
【００６２】
　タッチバッファ３３０には、タッチパネル制御回路３６から出力されるタッチ点、リリ
ース点および現在のタッチ位置を示すタッチ座標が一時的に記憶される。
【００６３】
　タッチ座標マップデータ３３２は、タッチ操作におけるタッチ座標と、ディスプレイ３
０の表示座標とを対応付けるためのデータである。つまり、プロセッサ２４は、タッチ座
標マップデータ３３２に基づいて、タッチパネル３８に対して行われたタッチ操作の結果
を、ディスプレイ３０の表示に対応づける。
【００６４】
　設定時間データ３３４は、ロック状態を解除するために利用される第１所定時間および
第２所定時間が含まれるデータである。たとえば、第１所定時間が５秒であり、第２所定
時間が３秒であれば、５秒と３秒とを含むデータが設定時間データ３３４を構成する。オ
ブジェクトデータ３３６は、ディスプレイ３０に表示される、第１基準オブジェクトＢｏ
１およびカウントオブジェクトＣｏの画像データである。
【００６５】
　ロックフラグ３３８は、ロック状態が設定されているか否かを判断するためのフラグで
ある。たとえば、ロックフラグ３３８は、１ビットのレジスタで構成される。ロックフラ
グ３３８がオン（成立）されると、レジスタにはデータ値「１」が設定される。一方、ロ
ックフラグ３３８がオフ（不成立）されると、レジスタにはデータ値「０」が設定される
。
【００６６】
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　無操作カウンタ３４０は、一定時間（たとえば、６０秒）を計測するためのカウンタで
あり、初期化されるとカウントを開始する。また、無操作カウンタ３４０は無操作タイマ
とも呼ばれ、無操作タイマが実行されると、無操作カウンタ３４０は初期化されてカウン
トを開始する。そして、無操作タイマは、キー操作またはタッチ操作が行われる毎に初期
化される。
【００６７】
　タッチカウンタ３４２は、第１所定時間を計測するためのカウンタであり、初期化され
るとカウントを開始する。また、タッチカウンタ３４２はタッチタイマとも呼ばれ、図３
（Ａ）に示す表示がされた状態で、タッチされると初期化される。リリースカウンタ３４
２は、第２所定時間を計測するためのカウンタであり、他のカウンタと同様に初期化され
るとカウントを開始する。また、リリースカウンタ３４４はリリースタイマとも呼ばれ、
タッチタイマが満了すると、初期化される。
【００６８】
　なお、図示は省略するが、データ記憶領域３０４には、RTCが出力するデータを一時的
に記憶するバッファや、GUIを表示するための画像データなどが記憶されると共に、携帯
電話機１０の動作に必要なカウンタや、フラグも設けられる。
【００６９】
　プロセッサ２４は、Android（登録商標）およびREXなどのLinux（登録商標）ベースのO
Sや、その他のOSの制御下で、図５に示すロック状態設定処理および図６に示すロック状
態解除処理などを含む、複数のタスクを並列的に処理する。
【００７０】
　図５はロック状態設定処理のフロー図である。たとえば、携帯電話機１０の電源がオン
にされると、プロセッサ２４はステップＳ１で、操作がされていないか否かを判断する。
つまり、プロセッサ２４は、一定時間（たとえば、６０秒）の間、タッチ操作やキー操作
が行われなかったため、無操作タイマが満了したか否かを判断する。ステップＳ１で“Ｙ
ＥＳ”であれば、つまり一定時間の間、タッチ操作およびキー操作がされなければ、プロ
セッサ２４はステップＳ５に進む。一方、ステップＳ１で“ＮＯ”であれば、つまり無操
作タイマが満了していなければ、プロセッサ２４はステップＳ３で、ロック状態を設定す
る操作がされたか否かを判断する。たとえば、プロセッサ２４は、終話キー２６ｃが操作
されたか否かを判断する。ステップＳ３で“ＮＯ”であれば、つまりロック状態を設定す
る操作がされなければ、プロセッサ２４はステップＳ１に戻る。
【００７１】
　一方、ステップＳ３で“ＹＥＳ”であれば、つまりロック状態を設定する操作がされれ
ば、プロセッサ２４はステップＳ５で、ディスプレイ３０の電源をオフにする。つまり、
プロセッサ２４は、ディスプレイ３０の電源をオフにする命令を、電源回路に出す。続い
て、プロセッサ２４は、ステップＳ７でロック状態を設定し、ロック状態設定処理を終了
する。つまり、プロセッサ２４は、ステップＳ７で、ロックフラグ３３８をオフに設定す
る。
【００７２】
　なお、他の実施例では、ロック状態が設定されてからディスプレイ３０の電源がオフに
されてもよい。この場合、図５のロック状態設定処理では、ステップＳ５とステップＳ７
との順番が入れ替わる。つまり、他の実施例では、ステップＳ７の処理が実行されてから
ステップＳ５の処理が実行される。
【００７３】
　図６はロック状態解除処理のフロー図である。たとえば、ロック状態が設定されている
ときにメニューキー２６ｂが操作されると、プロセッサ２４はステップＳ２１で、ロック
画面を表示する。つまり、プロセッサ２４は、ディスプレイ３０の電源をオンにする命令
を出した後に、図３（Ａ）に示すロック画面をディスプレイ３０に表示する。なお、ステ
ップＳ２１の処理を実行するプロセッサ２４はメッセージ表示部として機能する。
【００７４】
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　続いて、プロセッサ２４は、ステップＳ２３でタッチされたか否かを判断する。つまり
、タッチパネル制御回路３６によってタッチが検出されたか否かを判断する。ステップＳ
２３で“ＮＯ”であれば、つまりタッチが検出されなければ、プロセッサ２４はステップ
Ｓ２３を繰り返し実行する。
【００７５】
　また、ステップＳ２３で“ＹＥＳ”であれば、つまりタッチが検出されれば、プロセッ
サ２４は、ステップＳ２５で第１基準オブジェクトＢｏ１を表示する。つまり、プロセッ
サ２４は、タッチバッファ３３０からタッチ点の座標データを読み出し、その座標を中心
としてオブジェクトデータ３３６に含まれる第１基準オブジェクトＢｏ１を表示させる。
続いて、プロセッサ２４は、ステップＳ２７でカウントオブジェクトＣｏを表示する。つ
まり、プロセッサ２４は、ディスプレイ３０の表示座標において、第１基準オブジェクト
Ｂｏ１が表示されている範囲以外でランダムに座標を決め、その座標を中心としてオブジ
ェクトデータ３３６に含まれるカウントオブジェクトＣｏを表示させる。そして、ステッ
プＳ２５，Ｓ２７が実行されると、図３（Ｂ）に示すように、第１基準オブジェクトＢｏ
１およびカウントオブジェクトＣｏがディスプレイ３０に表示される。なお、ステップＳ
２５，Ｓ２７の処理を実行するプロセッサ２４はオブジェクト表示部として機能する。
【００７６】
　続いて、プロセッサ２４は、ステップＳ２９で、第１基準オブジェクトＢｏ１およびカ
ウントオブジェクトＣｏの表示を変化させる。つまり、プロセッサ２４は、第１基準オブ
ジェクトＢｏ１および各カウントオブジェクトＣｏの中心位置から、各カウントオブジェ
クトＣｏの移動方向を決める。また、プロセッサ２４は、第１基準オブジェクトＢｏ１か
ら最も遠いカウントオブジェクトＣｏと設定時間データ３３４を構成する第１所定時間か
ら速度（一定時間毎の移動距離）を算出する。そして、プロセッサ２４は、各カウントオ
ブジェクトＣｏの位置を決められた方向に、決められた距離だけ移動させる。なお、プロ
セッサ２４は、カウントオブジェクトＣｏが第１基準オブジェクトＢｏ１に接触すると、
そのカウントオブジェクトＣｏの表示を消去する。
【００７７】
　続いて、プロセッサ２４は、ステップＳ３１で、タッチが維持されているか否かを判断
する。つまり、プロセッサ２４は、タッチパネル制御回路３６によってリリースが検出さ
れたか否かを判断する。ステップＳ３１で“ＮＯ”であれば、たとえばタッチが離される
と、プロセッサ２４はステップＳ２１に戻る。そして、ディスプレイ３０の表示は、図３
（Ａ）の状態に戻る。一方、ステップＳ３１で“ＹＥＳ”であれば、たとえば使用者の指
がタッチパネル３８にタッチされたままであれば、プロセッサ２４はステップＳ３３で、
タッチされたまま第１所定時間が経過したか否かを判断する。つまり、プロセッサ２４は
、タッチタイマが満了したか否かを判断する。なお、ステップＳ３３の処理を実行するプ
ロセッサ２４は判断部として機能する。
【００７８】
　ステップＳ３３で“ＮＯ”であれば、つまりタッチパネル３８にタッチしてから第１所
定時間が経過していなければ、プロセッサ２４はステップＳ２９に戻る。そして、プロセ
ッサ２４は第１所定時間以内にタッチが離されない限り、ステップＳ２９の処理を繰り返
して実行するため、カウントオブジェクトＣｏの表示位置はアニメーションのように変化
することになる。
【００７９】
　また、ステップＳ３３で“ＹＥＳ”であれば、つまりタッチされたまま第１所定時間が
経過すれば、プロセッサ２４はステップＳ３５で完了画像を表示する。たとえば、プロセ
ッサ２４は、図３（Ｄ）に示すように、色の濃度が最も高い第１基準オブジェクトＢｏ１
をディスプレイ３０に表示する。なお、プロセッサ２４は、ステップＳ３５の処理を実行
するとともに、リリースタイマを初期化して第２所定時間の計測を開始する。また、ステ
ップＳ３５の処理を実行するプロセッサ２４は完了画像表示部として機能する。
【００８０】
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　続いて、プロセッサ２４は、ステップＳ３７で、第２所定時間以内にリリースされたか
否かを判断する。つまり、プロセッサ２４は、リリースタイマが満了する前に、タッチパ
ネル制御回路３６によってタッチが検出されなくなったか否かを判断する。ステップＳ３
７で“ＹＥＳ”であれば、たとえば図３（Ｄ）に示す画像が表示された状態で、第２所定
時間以内にタッチが離されれば、プロセッサ２４はステップＳ３９でロック状態を解除し
て、ロック状態解除処理を終了する。つまり、ロックフラグ３３８がオフに設定される。
また、ステップＳ３９の処理を実行するプロセッサ２４は解除部として機能する。一方、
ステップＳ３７で“ＮＯ”であれば、つまりタッチパネル３８からタッチが離される前に
リリースタイマが満了すれば、プロセッサ２４は、ロック状態解除処理を終了する。つま
り、プロセッサ２４は、ロック状態を解除することなく、ロック状態解除処理を終了する
。
【００８１】
　このように、第１実施例では、第１基準オブジェクトＢｏ１にカウントオブジェクトＣ
ｏ１－Ｃｏ４が集まる過程によって、第１所定時間の経過を表すことができる。そのため
、使用者は、ロック状態が解除されるまでの時間を容易に把握できるようになる。
【００８２】
　なお、第１実施例では、第１基準オブジェクトＢｏ１およびカウントオブジェクトＣｏ
の形は円であったが、四角形、三角形などの多角形などであってもよい。また、第１基準
オブジェクトＢｏ１およびカウントオブジェクトＣｏは、白色および黄色だけに限らず、
他の色が用いられてもよい。
【００８３】
　また、上記実施例では、第１所定時間が経過する前にタッチしたままスライドする操作
がされた場合、タッチが維持されているものとし、第１基準オブジェクトＢｏ１の位置は
変化させない。ただし、他の実施例では、スライドする操作がされた場合には、タッチが
維持されていないものとし、図３（Ａ）に示す状態に戻ってもよい。
【００８４】
　また、図３（Ａ）では、タッチの長押しを促す文字列を英語によって示したが、日本語
や、中国語および朝鮮語などの様々な言語によって示されてもよい。
【００８５】
　また、第１基準オブジェクトＢｏ１を、後述する他の基準オブジェクトと区別しない場
合には、単に「基準オブジェクトＢｏ」と言うことにする。
【００８６】
　＜第２実施例＞
　第２実施例では、基準オブジェクトＢｏおよびカウントオブジェクトＣｏを、線および
文字列で表示する。なお、第２実施例の携帯電話機１０は、第１実施例と同じであるた
め、携帯電話機１０の電気的な構成、外観、ＲＡＭ３４のメモリマップおよびフロー図な
ど、重複した説明は省略する。
【００８７】
　図７（Ａ）－（Ｃ）を参照して、図３（Ａ）の表示がされた状態で、タッチが検出され
ると、図７（Ａ）に示すように、第２基準オブジェクトＢｏ２が線で示され、カウントオ
ブジェクトＣｏ５－Ｃｏ８が文字列で示される。そして、タッチが維持されると、図７（
Ｂ）に示すように、カウントオブジェクトＣｏ５－Ｃｏ８が第２基準オブジェクトＢｏ２
に向けて移動する。また、第２基準オブジェクトＢｏ２との距離が所定値以下となったカ
ウントオブジェクトＣｏは、第２基準オブジェクトＢｏ２に沿って表示されるようになる
。たとえば、図７（Ｂ）に示すように、カウントオブジェクトＣｏ６（rel）の表示位
置が変化して、第２基準オブジェクトＢｏ２との距離が所定値以下となったため、カウン
トオブジェクトＣｏ６が第２基準オブジェクトＢｏ２に沿って表示されている。
【００８８】
　また、図７（Ｃ）を参照して、タッチされてから第１所定時間が経過すると、カウント
オブジェクトＣｏ５－Ｃｏ８が第２基準オブジェクトＢｏ２に沿って表示される。このと
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き、カウントオブジェクトＣｏ５－Ｃｏ８によって、タッチを離すことを促す単語（Plea
se release）が完了画像としてディスプレイ３０に表示されるようになる。そして、図７
（Ｃ）に示す表示がされた状態で、第２所定時間以内にタッチパネル３８からタッチが離
されると、ロック状態が解除される。
【００８９】
　さらに、図６に示すロック状態解除処理において、ステップＳ２５，Ｓ２７の処理が実
行されると、ディスプレイ３０の表示は図７（Ａ）の状態となる。また、ステップＳ２９
の処理が実行されると、ディスプレイ３０の表示は、図７（Ｂ）の状態に変化し、ステッ
プＳ３５の処理が実行されると、ディスプレイ３０の表示が図７（Ｃ）の状態になる。
【００９０】
　このように、第２実施例では、文字が集まる様子によって、第１所定時間の経過を表す
ことができる。また、第１所定時間が経過すると、タッチを離すことを促す文字列が表示
されるため、ロック状態を解除する操作において利便性が向上する。
【００９１】
　なお、第２基準オブジェクトＢｏ２が表示される位置は、タッチ点を基準として表示さ
れてもよいし、予め設定された座標であってもよい。また、カウントオブジェクトＣｏ５
－Ｃｏ８が表示される位置は処理を簡単にするため、毎回同じ位置および経路で第２基準
オブジェクトＢｏ２に向けて移動するようにしてもよい。この場合、移動速度だけが、設
定された第１所定時間に基づいて計算される。
【００９２】
　また、上記実施例では、タッチを離すことを促す文字列を英語によって示したが、日本
語や、中国語および朝鮮語などの様々な言語によって示されてもよい。
【００９３】
　＜第３実施例＞
　第３実施例では、基準オブジェクトＢｏおよびカウントオブジェクトＣｏの性質を併せ
持つ共通オブジェクトＣＭｏによって、時間の経過が示される。なお、第３実施例の携帯
電話機１０は、第１実施例と同じであるため、携帯電話機１０の電気的な構成、外観、Ｒ
ＡＭ３４のメモリマップおよびフロー図など、重複した説明は省略する。
【００９４】
　図８（Ａ）－（Ｃ）を参照して、図３（Ａ）の表示がされた状態で、タッチが検出され
ると、図８（Ａ）に示すように、第１共通オブジェクトＣＭｏ１がタッチ点に基づいて数
字（たとえば、「５」）で示される。また、タッチが維持されると、第１共通オブジェク
トＣＭｏ１で示される数字がカウントダウンする。たとえば、図８（Ｂ）を参照して、第
１共通オブジェクトＣＭｏ１は、数字の「５」から「４」に変化する。
【００９５】
　さらに、図８（Ｃ）を参照して、タッチされてから第１所定時間が経過すると、第１共
通オブジェクトＣＭｏ１が数字の「０」となり、第１所定時間が経過したことを示すよう
になる。そして、図８（Ｃ）に示す完了画像が表示された状態で、第２所定時間以内にタ
ッチパネル３８からタッチが離されると、ロック状態が解除される。
【００９６】
　また、図６に示すロック状態解除処理において、ステップＳ２５，Ｓ２７の処理が実行
されると、ディスプレイ３０が図８（Ａ）に示す表示となる。また、ステップＳ２９の処
理が実行されると、ディスプレイ３０の表示は、図８（Ｂ）に示すように変化し、ステッ
プＳ３５の処理が実行されると、ディスプレイ３０が図８（Ｃ）に示す表示となる。
【００９７】
　このように、第３実施例では、第１所定時間が経過する過程が数字の変化によって示さ
れるため、使用者は時間の経過をより明確に把握できるようになる。
【００９８】
　なお、上記実施例では、数字としては，アラビア数字が用いられたが、漢数字、ローマ
数字など様々な種類の数字が利用されてもよい。また、他の実施例では、数字がカウント
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アップしてもよい。
【００９９】
　また、第１共通オブジェクトＣＭ１を、後述する他の共通オブジェクトと区別しない場
合には、単に「共通オブジェクトＣＭｏ」と言うことにする。
【０１００】
　＜第４実施例＞
　第４実施例では、時間の経過を表す共通オブジェクトＣＭｏを複数の画像によって表す
。なお、第４実施例の携帯電話機１０は、第１実施例と同じであるため、携帯電話機１０
の電気的な構成、外観、ＲＡＭ３４のメモリマップおよびフロー図など、重複した説明は
省略する。
【０１０１】
　図９（Ａ）－（Ｃ）を参照して、図３（Ａ）の表示がされた状態で、タッチが検出され
ると、図９（Ａ）に示すように、９個の円が第２共通オブジェクトＣＭｏ２として表示さ
れる。また、タッチが維持されると、第２共通オブジェクトＣＭｏ２で示される画像が１
個ずつ消去される。たとえば、図９（Ｂ）を参照して、第２共通オブジェクトＣＭｏ２の
数は、時間の経過とともに９つから４つに変化する。さらに、図９（Ｃ）を参照して、タ
ッチが検出されてから第１所定時間が経過すると、完了画像として、点線の枠だけで示さ
れた９個の円が表示される。つまり、全ての円が消去されたことが示される。そして、図
９（Ｃ）に示す表示がされた状態で、第２所定時間に以内にタッチが離されると、携帯電
話機１０のロック状態が解除される。
【０１０２】
　また、図６に示すロック状態解除処理において、ステップＳ２５，Ｓ２７の処理が実行
されると、ディスプレイ３０は図９（Ａ）に示す表示となる。また、ステップＳ２９の処
理が実行されると、ディスプレイ３０の表示が図９（Ｂ）に示すように変化する。さらに
、ステップＳ３５の処理が実行されると、ディスプレイ３０は図９（Ｃ）に示す表示とな
る。
【０１０３】
　このように、第４実施例では、文字を利用せずに、表示される画像の数を変化させるこ
とで、時間の経過を表すことができる。そのため、国や地域に関係なく、様々な人々に共
通の認識を与えることができる。
【０１０４】
　なお、上記実施例では、画像としては円を利用したが、四角形や三角形などの多角形や
、任意に決められたマークなどが利用されてもよいことは言うまでも無い。また、画像の
数は、時間の変化を表すことができるのであれば、９個でなくてもよい。
【０１０５】
　＜第５実施例＞
　第５実施例では、共通オブジェクトＣＭｏを時計の画像によって表す。なお、第５実施
例の携帯電話機１０は、第１実施例と同じであるため、携帯電話機１０の電気的な構成、
外観、ＲＡＭ３４のメモリマップおよびフロー図など、重複した説明は省略する。
【０１０６】
　図１０（Ａ）－（Ｃ）を参照して、図３（Ａ）に示す表示がされた状態で、タッチが検
出されると、図１０（Ａ）に示すように、第３共通オブジェクトＣＭｏ３としてアナログ
時計が表示される。また、タッチパネル３８に対するタッチが維持されると、第３共通オ
ブジェクトＣＭｏ３として示されるアナログ時計の表示が変化する。たとえば、図１０（
Ｂ）を参照して、アナログ時計における１２時と３時との間が斜線で塗りつぶされる。さ
らに、タッチが第１所定時間維持されると、図１０（Ｃ）に示すように、アナログ時計の
内部が全て斜線で塗りつぶされる。そして、図１０（Ｃ）に示す完了画像が表示された状
態で、第２所定時間内に使用者のタッチが離されると、携帯電話機１０のロック状態が解
除される。
【０１０７】



(16) JP 5965018 B2 2016.8.3

10

20

30

40

50

　また、図６に示すロック状態解除処理において、ステップＳ２５，Ｓ２７の処理が実行
されると、ディスプレイ３０は図１０（Ａ）に示す表示となる。また、ステップＳ２９の
処理が実行されると、ディスプレイ３０の表示が図１０（Ｂ）に示すように変化する。さ
らに、ステップＳ３５の処理が実行されると、ディスプレイ３０は図１０（Ｃ）に示す表
示となる。
【０１０８】
　このように、第５実施例では、第４実施例と同様に、文字を利用せずに時間の経過を示
すことができる。
【０１０９】
　なお、アナログ時計の形状は、円だけに限らず四角形などの多角形が利用されてもよい
。
【０１１０】
　＜第６実施例＞
　第６実施例では、共通オブジェクトＣＭｏを扉の画像によって表す。なお、第６実施例
の携帯電話機１０は、第１実施例と同じであるため、携帯電話機１０の電気的な構成、外
観、ＲＡＭ３４のメモリマップおよびフロー図など、重複した説明は省略する。
【０１１１】
　図１１（Ａ）－（Ｃ）を参照して、図３（Ａ）に示す表示がされた状態で、タッチが検
出されると、図１１（Ａ）に示すように、第４共通オブジェクトＣＭｏ４としてノブが付
いた開き扉が表示される。タッチパネル３８にタッチされ続けると、開き扉の表示が変化
する。たとえば、図１１（Ｂ）を参照して、ノブが回転して扉が開き始める。さらに、タ
ッチしたまま第１所定時間が経過すると、図１１（Ｃ）に示すように、扉が開いた状態の
完了画像が表示される。そして、この状態で、第２所定時間以内にリリースされると、携
帯電話機１０のロック状態が解除される。
【０１１２】
　また、図６に示すロック状態解除処理において、ステップＳ２５，Ｓ２７の処理が実行
されると、ディスプレイ３０は図１０（Ａ）に示す表示となる。また、ステップＳ２９の
処理が実行されると、ディスプレイ３０の表示が図１０（Ｂ）に示すように変化する。さ
らに、ステップＳ３５の処理が実行されると、ディスプレイ３０は図１０（Ｃ）に示す表
示となる。
【０１１３】
　このように、第６実施例でも、第４実施例および第５実施例と同様、言語を利用せずに
、時間の経過を表すことができる。
【０１１４】
　なお、図１１（Ａ）－（Ｃ）では、共通オブジェクトＣＭｏを開き扉の画像としたが、
両開き扉の画像や、引き扉の画像などであってもよい。また、鍵穴に鍵が挿入された後に
扉が開くような画像を表示することで、ロック状態が解除されたことをより明確に示すよ
うにしてもよい。
【０１１５】
　以上の説明から分かるように、携帯電話機１０は、ディスプレイ３０の上に設けられた
タッチパネル３８およびタッチ操作を検出するためのタッチパネル制御回路３６を備える
。また、携帯電話機１０には、携帯電話機１０で利用可能な電話機能などを制限するロッ
ク状態が設定できる。
【０１１６】
　たとえば、ロック状態が設定され、メニューキー２６ｂが操作されると、ディスプレイ
３０には、図３（Ａ）に示すように、タッチを長押しすることを促すメッセージが表示さ
れる。メッセージが表示された状態で、タッチが検出されると時間の経過を表す基準オブ
ジェクトＢｏおよびカウントオブジェクトＣｏか、共通オブジェクトＣＭｏがディスプレ
イ３０に表示される。さらに、タッチされた状態で第１所定時間が経過すると、ディスプ
レイ３０には完了画像が表示される。そして、完了画像が表示されてから第２所定時間以
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【０１１７】
　したがって、使用者はこれらのオブジェクトによってタッチをしている時間を直感的に
知ることができる。そのため、ロック状態を解除するときの操作性を向上させることがで
きる。
【０１１８】
　なお、第１実施例－第６実施例で示されるオブジェクトは、使用者によって任意に選択
できてもよい。また、基準オブジェクトＢｏ、カウントオブジェクトＣｏおよび共通オブ
ジェクトＣＭｏは時間の経過によって変化するため、「変化オブジェクト」と呼ばれるこ
ともある。
【０１１９】
　基準オブジェクトＢｏの表示は、基準オブジェクトＢｏを示す画像が徐々に薄くなるよ
うに消去されてもよいし、大きさが少しずつ小さくなることで消去されてもよいし、画面
の外へ飛んでいくようなアニメーションを利用して消去されてもよい。
【０１２０】
　また、第１所定時間および第２所定時間は、使用者によって変更できてもよい。また、
完了画像が表示されたことは、振動や、光および音によって使用者に通知されてもよい。
【０１２１】
　また、携帯電話機１０の通信方式はCDMA方式であるが、LTE(Long Term Evolution)方式
、W-CDMA方式、GSM（登録商標）方式、TDMA方式、FDMA方式およびPHS方式などが採用され
てもよい。
【０１２２】
　また、ロック状態設定プログラム３１０およびロック状態解除プログラム３１２は、デ
ータ配信用のサーバのHDDに記憶され、ネットワークを介して携帯電話機１０に配信され
てもよい。また、CD,DVD,BD(Blu-ray（登録商標） Disc)などの光学ディスク、USBメモリ
およびメモリカードなどの記憶媒体にこれらのプログラムを記憶させた状態で、その記憶
媒体が販売または配布されてもよい。そして、上記したサーバや記憶媒体などを通じてダ
ウンロードされた、ロック状態設定プログラム３１０およびロック状態解除プログラム３
１２が、本実施例と同等の構成の携帯電話機にインストールされた場合、本実施例と同等
の効果が得られてもよい。
【０１２３】
　さらに、本実施例は、携帯電話機１０のみに限らず、スマートフォンおよびPDA(Person
al Digital Assistant)などに適用されてもよい。
【０１２４】
　そして、本明細書中で挙げた、第１所定時間、第２所定時間および一定時間などの具体
的な数値は、いずれも単なる一例であり、製品の仕様などの必要に応じて適宜変更可能で
ある。
【符号の説明】
【０１２５】
　１０　　携帯電話機
　１２　　アンテナ
　１４　　無線通信回路
　２４　　プロセッサ
　２６　　キー入力装置
　３４　　ＲＡＭ
　３６　　タッチパネル制御回路
　３８　　タッチパネル  
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